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八 幡 郎

Wooden 　Spades　in　Ancient　Japan

Ich｛rδ YAWATA

　 Rice　agTiculture 　in　 Japan　goes 　back 　to　the

early 　 days　of 　the　Christian　era 　withthe 　commen ・

cement 　 of 　the ‘‘Yayoi
レ’

culture 　 age 　type 　of 　pot ・

tery ．　Rice ．．飴 Ids　 in　those 　days　 were 　 more 　swam
・

py 　 and 　farming　 utensils 　 sllitable
・tQ　the　 agri −

ctlltural 　 methods 　in　such 　 swampy 　fields　 were 　de−

veloped ．　 Most 　 of 　them 　 were 　 made 　 of　wood 　and
一

assu π1ed 　the 　form 　of　a　spade ．　In　those 　days　there

were 　 var 耋ous 　 forms 　 of 　spades
，
　 such 　 as　those

of 　the 　 paddle 　type ，　the　 so −called ‘‘fumi ・zuki 鱒

or 　shove 】 type ，　and 　those 　with 　 a 　broad　 blad 母．

Hoes 　 were 　sti11 　in　the正r　 primitive 　stage ，　 no 婁to

speak 　of 　ploughs 　 which 　were 　also 　known 　a 踰 ong

the　peoPle 　 at　 that　tlme ・ ！

序

　日 本に 農業の 起 っ た の が・凡 そ西暦紀 元前後の こ ろ・

弥生式文化時代 で あ っ た とい う こ とは ・今 日 殆ん ど疑 い

な い と こ ろ と され る・而 して ・そ の 農業が 水稲栽培を中

心と した もの で あ ろ うとい うこ とも・既 に証 明ず み で あ

る・こ の よ うな 考察を 可能 と した 昭和 の 先史 学 は j 弥 生

式文化そ の もの の ．性格な り系統な りを明 らか にす る上

に・一つ の 重要 な指針を与えた と云え る・

　戦前に あ って は・日本の 初期稲作が 甚 だ 原始 粗朴 な技

術に よ っ た もの に ちが い ない とい う考 え方が支配 的で あ

っ た ・私 も亦・例え ば湿沢地を耕耘す る こ となくそ の ま

ま 田圃 と し，こ れ に 籾を 直 播 して 生 え るに 任 せ ，自然灌

漑 に よ っ て 成熟を待つ と い う程 度 の 農法 で あ っ た ろ うと

した の で あ っ た ・それ に して も，耕作具 と見 られ る石器 ，

青銅器 ，木器 が ，全国 の 諸所から発見されるの で あ るか

ら・あ る程 度 の 耕耘 に よ る耕地 の 存在 は 想像された が ・

稲以後の作 物 の有無 も確かならず，そ れに 関連 して 農耕

技術 に 対する 関心 な どは全 くもた れ な か っ た の で ある・

　 と こ ろが 昭 和 12年 に，奈良県磯城郡川東村唐古池 の 底

か ら，弥生式文 化時代の 稲 （Oryza 　 sativa 　L ．） の 外・

胡蘆科 に 属する ユ フガ ホ （Lagenaria　 vulgaris 　 var ・

calvata 　 Ser．），ヘ ウ タ ソ （L 　 vulgaris 　 var ．　 G σnrda

Ser ・）の 種子 並び に 果皮，マ ク ワ ウ リ （Cucumis 　Melov
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl ）

var ．　 makuwa
‘
Makino ）の 種子 な どが 発 見 され，又 昭

t） 末永 雅 雄 ，小 林行雄，藤 岡 謙二 郎 ： 大 和 唐古 弥 生

式 遺跡 の 研 究 （京 都大 学文 学部 考 古 学研 究 報 告 第 16

册 ），昭 和18年 ， 227頁．

和 20年 の 前後 に ， 静岡市 登 呂遺跡 に於 い て も，稲，マ ク ワ

ウ リ，ヘ ウタ y の 種子 や殻が出土 した ばか りで なく，栽培
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で2 ’
種 と見 られ る桃や栗 の 果核が 見出され る に至 っ た の で ・

少 くと も瓜 類 を 栽培す べ き畑地 の 存在を 考慮せ ざるを得

な くな っ た の で あ っ た ・最 近 で は 同時代 に 於ける麦 の 栽
一

培 さえも指摘 されつ つ あ る・

　 殊 に 登 呂遺跡 に 於 い て は・矩形 に 区劃 して ，強固 な畦

畔 を施設 した 水 田 の址 が ・凡 そ 3 万坪の 範囲 に 亙 っ て 発

見 さ れ た t 斯 くて弥生式文化時代 の 農業は・当初 の想像

を裏 切 っ て 大規模 な土木工 事を伴う営田に 依 り・ しか も

灌漑或 い は排水 の た め に 高度 の 施設さえ な され k こ とが

知られ て・か な り進ん だ 技術の もとに 行われた こ とが判

明 した の で あ っ た ・従 っ て 弥生式農業は必ず しも単純 と

tt

は な し難 く，今後究 明 さ るべ き問題 を 多々 蔵 して い るわ

けで ある・

　 され ば 当時 の 耕耘 そ の 他 の 方法とか用具などに つ い て

も，改 め て 考察すぺ き時期が 到来して い る・本稿で は そ

の よ うな意味か ら，圭 と して耕耘具 につ い て ・若干 の 検

討を 試み る こ と と した・

　　　鋤

　 湿 田を耕す の に 最 も適す る耕具は 鋤で ある・而 して 弥

生式文化時代か ら古墳文化時代前半に 於け る耕具は ・主

と して 鋤 で あっ た．そ れは最近の 発見資料 に よ っ て 徐 4

に証明さ れ つ つ あ る・こ う した 事実 に よ っ て
「
，そ の こ ろ

の 耕地が湿 田 で あ った ろうこ とが 推測 さ れ る・

　 弥生式文化時代 に は青銅・或い は 鉄 の 利器 が か な り普

　　2）　 日本 考 古 学脇 会 編 ： 登 呂，本編 ，毎 日新 聞社発行 ．
　 昭 私29年，367頁．
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オ

及 しつ つ あ っ た．従 っ て 鋤 が 行 わ れた の で あれば，鋤 の

身あるい は 鋤先 に 金属を 用い るこ とも不 可能で は な か っ

漑

イ
第 1 図

　　　　　　　　　　　　　　　しかし，今 日の水田耕耘 に 鋤 を 用い る こ とが 少 く，鍬，

　　　　　　　　　　　　　　万鍬，犂が圭用 されて い る・田打 に鍬類 が 用い られ るに

　　　　　　　　　　　　　　至 っ た 主因は，恐 らく人工 灌漑 に 依る乾田の 普及に伴 い ，

　　　　　　　　　　　　　　畑作の 耕具で あ る鍬が ・ 水田耕耘 に 導入 され た こ とに あ

　 　　　　　　 　　　　　ろ う・．他方奈良時代前後に 輸入ざれ た犂が 漸次鋤 に 肩代

　 　　　　　　 　　　　　りした もの で あろ う・陸 田は 水 田に比 して かなり遅 く拓

　 　　　　　　 　　　　　かれた・陸田 用め鍬が ・ 水 田殊 に湿 田用の 鋤よ り後れ た

　 　　　　　　 　　　　　 耕具で あ っ た と思 わ れ る・

　　　　　　　　　　　　　　　さて ，こ こ で 本題に 入 っ て ・弥 生式文化時代 の 鋤 ICつ

風 呂 鋤 関東鋤 江 州 鋤 普通の 鋤　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　 い て 述べ ね ばな らぬ ・．
近 世 の 鋤 　 　 　 　 弥生式文化献 の 鋤 ICは 次 の 3 類 が あ る・

た筈 で あ る・と こ ろが当時 の 金属鋤 と して は 2 ，3 の 青

銅 鋤先が 北九 州 で発 見され て い るに 過 ぎない ・こ れ に 反

して こ れまで に 100 近 い 木製鋤が出土 して い る・金 属 の

稀 少 や 技術 の 未熟が・こ の よ うな木製鋤 に甘 んぜ しめた

の で あろ うか ・前記 の よ うに 当時 は湿 田 を主 と した の で

ある か ら，耕起 よ りもむ しろ攪拌 に適す る耕具を 必要と

した もの と思 わ れ るが，そ の場合金属鋤で な くとも木製

鋤で 充分 事足 りた こ とを 示して い る と解 して もよい の で

ない か．古墳時代後半以後 も永い 間，水 田 に 於ける耕耘

に 鋤 が 圭 用 され た と 見るべ き節が ある・延喜弍の 践祚大

嘗会 の 条 下 に 「参河 国 所造等呂須岐世口 」 と見え る・そ

の 等呂須岐 が 泥 田 用の 鋤 を意味するこ とは明白で あ、1・

何 とな れ ば 等 呂1ま登呂，瀞 な どと同 じ く， 滞水地とか爆

湿地，淀 み を 意 味 し・ 泥の 語も亦 それ に 開連して い るの

で ・然 る壕所 に拓 か れた泥田に 用い る鋤 を指すと解 され

る か らで あ
’
る・

　 こ の よ うに 水 田耕 具 と して 来歴 の 古か るべ き鋤が ・近

世に 至 っ て は如何な る消長 を 示すで あろうか ・こ こ に 有

益 な 解説 が あ るか e参考 の た め 引用 して お く こ と とす

る，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

　　「ス キ　鋤　土壤を反起す るに 用 ゐ る手用農具・構造

は一様 で な い が 大体 は櫂状 で ， 柄 ， 風 呂及び錢の 三 部か

ら成 り・柄と鐘 とは一直 線上ICある か・ま t は 鈍角をな

して ゐる・使用法 は手力を鋤の 重さに よ る押込 力と・手

力に よ る土 の 反転 とを適 当 に 利 用 して ， 土地 耕起 目的を

達す る．こ れ に は普 通 鋤 （江州鋤 ），金 鋤，股鋤 、 ス ペ ー

　ド， 西洋鋤等が あ る・なお 踏鍬とい ふ の も鋤 の
一

種 で ・

人 体の 踏圧力を利用 し，そ の錢床部 を深 く土中に 揺入し，

こ れを両手を以て前方に押倒 し・土壌を発起 しなが ら側

退糊 を行 ふ ・
・ れ賍 として 関鷲 弱ヒ地方の 轤 土

に於て 深耕を要す る場 合 に 使用 され る・」

3） 平 凡社 ： 大 百 科事 典 （旧 判）14ダ 昭 和 8 年 ，154

頁 ，佐 藤 氏執筆・　　　 ．　　　 ．

第 1類

第 2類

第 3 類

　櫂 形 の 鋤、

　踏　　　鍬

　広 刃 の 鋤

擢　形　鋤

　櫂 形の 鋤とした のは ・ 櫂を そ の まま耕具 に した よ う奉

もので ある・近世の普通 の 鋤 ・関東 鋤 ・ 風 呂鋤 な どが こ

れ に 当るが ， こ れ らには鉄 の 先金 （錦）が嵌 め られ る．一、　
’

弥 生 式 の櫂形鋤 は
』
乾こ そ 伴わな い が・近世鋤と同制 で あ

り，恐 ら くそ の 先蹤 を な すもの と見做 され る ・

　奈良県の 唐古遣跡 か ら出た 1 つ の 櫂形 鋤 は・棒状 の 柄
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で・柄 端 に 格別 の 加設 の な い単 純 の も ので あ っ た・身 は

長方形をなし，部厚 く， 特に 刃 を造出して な い （第 2 図）．

全 長 135Cm
， 内身の長 さ

「
・O　cm ，同じく幅 16　Cm ，厚み

　 　 　 　 　 （4 ）

2Cm 強で ある・こ れ と同 じく柄端 に 加設 の ない 櫂形鋤

が，最近 に岐阜市常磐字打越で ，地表下 1．50　m の準粘土

層中か ら・弥生式土器 と と もに 出土 した ・こ れ は櫂 とい

うよ りもむしろ今 日の シ ャ
ペ ル に似 た形をな し・身の 幅

が 広 く即 ち全長 69c職 の 内，柄が 44cm で あ るか ら・

身の 長 さは 25Cm で あ るの に 対 し ， 身の 幅は 35cm 余

で あ る・柄部は 幅 3・8Cm ，厚み 1．5cm あり， 身は比 較
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5）

的薄 く作られて ・一
部で 1．1cm を測 る・同種 の もの が

日本海方面か ら も発見 され た・石川県羽咋郡富永村 の 次
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6 ）

場 か ら・櫂が 2 本出土 した と報ぜ られ た の で あ るが ・こ

れ らを 鋤 と見 る こ と も不 可 能で な い ・

　同 じ唐古遺跡の 第40号地点の 竪穴か らは・柄端 に造出

の ある櫂形鋤が 発見された・全長 1．43m 余 ， 身 の長 さ

64　cm ，そ の 幅 は 18　cm で あ る・幅 8cm 余 の柄 の 上端

が V 字形に 拡が っ て

幅が ユ5’crn で あ る

（第 2 図 2）．報告者 は

これ ら 2点 を鋤 の 未

成品 と見 ， 或 い は 小

舟 の 櫂 か とも考 え て
　 （7）

い る・私 は これ らを

特 に 未成品 とす る必

要を 認 めず・こ の ま

まで 充分に用 を 便 じ

得 た と考え る・上 記

の もの も本例 に もそ

の 用材に つ い て 記載

が ない が ，恐 らくカ

シ の 類で あろう．唐

古第 2 例の ように ，

柄頭に 造 出 しあ る も

の が・静岡県 田方郡

長岡町墹 ノ上 の 弥生

式遺跡から，大小 2

第 3 図 　静 岡県憫 ノ 上 発 見 櫂形 鋤

　 　 　登 呂本 編 よ り

例出土 した・大形の 方は全長 115cm ，身 の 長 さ 53　cm ．

4）　唐古遺跡 の 研 究 ， 162 頁．

5）　北 川英進 ： 岐 阜 市 常 磐 打越出土 の 木 鋤，銅鐸第11

号 ・5 頁，昭 和30年11月．

6）　高堀勝喜 ： 続 羽咋川 弥生 式遣蹟略報，石 川県考

古 学会報 告 ，第 6 号 ，49〜52頁 ， 昭 和29年．凾

7♪ 唐 古遣 跡 の 研 究 ，162 頁 ．

同幅 27　 cm
， 全体 の 厚 さ 4cm 前後で あ る・小 形 の方 は

全長 87　cm ，身の長 さ 40　cm
， 同幅 17　Cm ，厚さは 4cm

　 　 　 　 （s 丿

前後 で ある・柄端が これ ら と同形 の 木製品は新潟県佐渡

郡千種遺跡か らも出土 したが ・そ の一は柄部 の 断片 で あ

り・他の一は一部 に欠失 は あるが 略 々 全形を遺すもの で

ある ．後者は 全長 65cm に 過 ぎぬ 小形 で ・ 唐古発 見品の

半ばに も達せ ず ， 鋤として は 小 さ過 ぎ る もの で あ る．前者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ttt 　　　　　　　　 　　　　　　　　 c9 ）

lC対して 大場磐雄博士は軟 の柄で あろ うと述 べ て い る・

　唐古遺跡か らは同様櫂形鋤 の 身 部 の 破片 と思 わ れ る も

の で，刃 が弧を描 く断片が 出土 した・唐古の 報告書 に は

次の よ うに 説明される・ 「刃 部の みを存す る一例 は長 さ

六寸七分・幅三寸三 分・厚 さ二 分 余 の 小 型 品 で ，先端は

半円に近い 形に 丸 く尖 っ て ゐ る・柄は 幅一寸九分・厚さ

四，五 分 の 板状を呈 して上方に 伸びて ゐるが，現在長 さ三

寸余 の部分で折損 じて ゐ る・こ の 柄 の 器体と接す る部分

．は長さ一寸余 に わた っ て ・
一面の 両側に斜の 面取 りを施

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CIO）
して ゐ るの は注意すべ き点で あ る・イ チ ヰ ガ シ 製で ある」

鋤身上部両側に 刳込まれた斜めの 面取 りは綱を掛けた部

分で もあろ うか・登呂か らの は こ れよ りも幅広 くス コ ヅ

プ形を した もの で柄 の 付根 で 折れて い る・そ の 鋤身の 畏

さ 23c叫 幅 19　cm で ， 刃が 全縁 に つ い て い る・

　刃先が尖 り気味で ，矢張 り幅広 な身をもち・柄 端は T

字形 に作 られ る もの が，唐古第60号地点の 竪穴 上 部か ら

発 見 され た ．鋤 身 の 幅 18cm ，長 さ 30　cm ，厚 さ1cm

あ る・柄は断面扁円形に造 られ ・ 長 さ 60cm 余，イチ
　 　 　 　 　 （11 ）

イ ガ y 製で ある・こ の よ うなT 字柄は近世 の 鋤 に一般 ｝ζ

見 られ る・

　岐阜市 日 野か らは ・ 柄端 ic有窓 の 方形が造出されて ．

恰 も今 日 の シ ャ
ベ ル の 把部 の 如 く造 られた 櫂形鋤 が ，数

本発見 され た こ とがある．内 5 本は 日 野の 字寺 田か ら，

2 本は 同 じ く字轟か ら，地下 1，50m 内外の 粘土層に 於

い て 発見 した とい う・轟 で は弥生式 土器片 と と もに 埋 も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （コt ）

れ た立木の 下 IC存在 したとの こ とで あ る・

　以 上が これ まで に知 られ た 弥生式文化時代に 属す る櫂

形 鋤 の 紹介で あ る・こ の 種 の 木鋤 は 爾後永 く存続 して ・

今 日な おそ の 余喘を保 っ て い る・

　　　　　　踏鍬 （ふ み づ き）

8） 登 呂，本 編 ，172頁 挿図第 47
，
81〜82買及 び 217頁．

9） 千 種，新 潟 県丈 化 財報 告 書 1，49頁，52頁 ・ 昭 和

28年・
’
10） 唐古 遣跡 の 研 究，162 頁．

11） 同上 ，161 頁．

12） 小 川 栄
一

： 岐阜市 日野 発 掘 の 弥 生 式 土 器 を 伴 え

る 木 製 具 た就 い て ，考古 学 818
， 昭 和12年．

、

ズ
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　踏鍬 は 1種 の 鋤 で あ る に もかかわ らず・踏鍬 の 字が与
　 　 　 　 　 　 　 e　 o　 o　 o

え られ，しかもふ みすきと呼ばれ る・これ は 鍬身の よう

に 長 方 形 の 板 と鈍角をな すよう柄を付した 耕具で ある・

使用 に 当 っ て は，身を先方に 置き・柄を その 方向 に 倒す

よ うに して ，身の後端を右足 で 踏む こ とに よ り・そ の前

端を泥 中に 挿込 み，柄を手前に 引い て 泥を はね返す こ と，

序に 引用 した 文章 で 明か で あ る・こ の よ うな耕具は ある

い は我国 に特有 の ものかとされ るが ，既 に 弥生 式 文化時

代に普 及 し・発 達 して い た らしい ・しか して 踏鍬は湿 田

に は甚だ好適 な耕具と推測 され る の で ある・

　弥生式文化時代の 踏鍬 に は，身が長方形 の尋常 な類 と，

形 に 変化を与え た 異形 の 類 とが あ るが，そ の 間に 本肇的

な 区別が あろうと は思わ れ な い ・前者に は登呂で早 く発

見 され た ものが先ず挙げ られる・それ は昭和21年 に第 1

区住 居址 内か ら出土 した 身 と身の 孔に嵌入された ま ま折

れ残 っ た 柄 の一＝res とで あ る・身の 長 さは 19　cm ，幅は 12

Em の 長方板で あり， 長辺 即ち左右両側縁が薄 く，中心

よ り稍上手の 柄孔の 周囲が特 に 部厚 く造られ て そ の 部の

厚さは 2．Jr　crn を 測 る．柄孔
一杯 に 径 2・5　cm の 柄 の

一

部 が挿入 されたまま残存する・そ の柄は身 の 上 面 に 対し

て 鈍角をな すよ う付けられ た こ とが考え られ る・こ の よ

うな解釈 に 於い て 2 つ の 疑問点が あ る・即 ち踏鍬で あ．る

とすれ ば，刃 は 当然柄孔に 対する下縁に付け られ ね ばな

らぬ の に ・下縁 に は特 に そ の よ うな 形迹が な く・左右両・

側縁を薄 く仕立て て ある こ とが 第 1 の 疑問点 で あ る・疑

問 は木 目が 左右水平に 通 っ て い る こ とに よ っ て 二 重 に 強

あ られ る．第 2 の 疑問点は 踏ん で 泥 をは ね るに して は・

身が短小に 過ぎる こ とで ある．こ の よ うな疑点 は あるが，

大 場 磐雄博士 は 夙に 本木器を踏鍬の類 で あ ろ うと論 じて

い ε1憾 呂か らは その 後桐 翻 形 の もの が 2 例発見さ

れ たが ， 後藤守一教授は こ れ らを
一

方で 踏鍬 と見 る 考え

に 従うと しなが ら・他方 で は小 林行雌氏 の 平鍬説 に 同じ

て 、寒 小 林氏 の 聯 説 とい ラの は， ・ こ れ に 用ひ られ

る柄は先端に お砂て直角程度に慰 曲一したもの で．な頻 れ ば．

な らぬ の で あ る・今 日使用せる鉄鍬の 或物に お い て も
一

．
旦 上方に 傾斜せ しめ た後・こ れ を 下 方に 曲折 せ しめ て 柄

を挿入す る 蓉柄装置を有す るもの を見受け るが ・これ は

鍬身 に 与へ る讎 を渺 す る装置として
b、）

”
pt
“ 的胎 理

性 を有す る もの で あ る とい はね ば な らな い ．」熊本大学の

　乙益隆重氏 も同様 な解 釈を し・ その 根拠 と して 九州 地方

13） 大 壗磐雄 古 代 農村 の 復原 ・ 92− 93 瓦 昭 和23

年 及 び 「登 呂」， 54頁 ，昭 和24年 ．

H ） 登 呂本 編，149 頁 ．

且5）　小 林 行 雄 ： 唐古 遺 跡 の 研究 ・161頁

の 現用鍬 に そ の よ うな付柄法 に よ る もの があ る こ とを指

摘して い るとい う・而 して 小林氏が 主 と して 論 じて い る

の は唐古遺跡出土 の もの に対して で あり，そ れ らが 登 呂

出土の もの と は幾分趣 きを異に して おりs 従 っ て 両者を

直ちに
一律に 扱 い 得 る か否かは一層 の 検討を要す るの で

ある・こ の点 に 関 し・一応留意すべ き点！
i，唐古遺跡 に

あ っ て は，当 時の 耕地自体 の 性格が明らかに な っ て い な

い ，ひ い て は耕地に 適応 す る筈の 耕具が・深田用と判断

され る登 呂の 耕具と一致す る とは 豫断 され ぬ とい う こ と

で ある．万一唐古 の耕地 が湿地を利用 した と して も・そ

れが強粘性 の土地 で あ っ て 耕起 を必 要 とした とすれば ’

打鍬 の 類 に よ る耕耘が行 われ た か も知れな い ．唐古農具

に顕 著 に 見られ る柄 孔 ロ を補強す るため の 所謂舟形隆起

の発達は，或い は そ の よ うな 耕起に 伴う衝撃 に備えたと

もされ ， 更に その 衝撃を軽減する工 夫として 曲柄 の 着装

もな か っ た とは 云えな い か も知れぬ ・

　しか しこ こ に 挙げた登呂及び 山木の 3 例牽， 仮 に泥田

の 表面を攪＃す る程度の 耕具で あ る と見れ ば・打鍬 とし

て 考え るに は 及ばな い し・前述の よ うに木目が左右 に走

っ た身で は 打鍬として 使用に 堪 え る筈が な い ・だ か ら・

大場博士 が解釈した ように踏鍬 とするζ とが適当で あろ

う・私は こ れ らを以 て ，豊橋市瓜郷遺跡で 発見され ，諸手

鍬と呼ばれ器 を身と殆 ん ど鹸 に 付 した類を 槍 め ・

踏鍬とす る こ とに 躊躇しない の で あ る・登呂及び 山 木の

3 例はそ れぞ れイ チ イ ガン で造られ，柄 に サ カ キを用い

た ものが見 られた ・

　 さて ，唐古か らは長 さ 40cm 余 （1 尺 3 寸 5 分）・一

端 の 幅 17cm （5 寸 6 分）・ 他端 の 幅 14cm （4 寸 6つ｝）

の 畏方形 ，シ ラ カ y 製 の もの が 出 て い る．小 林氏等は こ

れ を 平鍬と呼 ぶ の で ある・幅の幾分狭い 方は刃 を な し・

第 4 図　名←地 発 見踏 鍬　登
』
呂本編 よ り

16） 和 島誠
一： 大 昔 の 人 々 の 生 活 ，、昭 和30年，東京 ．
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使用 の た め磨耗して騎るか ら， こ れ を下部 とすれ ば ・上

半部 の片面 に 縦方向に 舟形隆起あり・ そ の 中央に 柄孔が

開か れ る・而して柄孔の 方向は体に 対して 102°の 角度

を示す し こ の 型式 に属す るもの の破片が 他 に 多数 あ り・

また そ の 未製品も少 くな か っ た の で 唐古 で は 最．も普遍 的
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （17）

な平鍬 の 型式 で あ っ た ろうと述 べ て い る・しか し・曲 柄

を付けて鍬 と した と解釈す るよ り・身に対して 鈍 角方向

に 真直 の 柄を嵌 め て 踏鍬 と した と見 る方が 自然で あ る・

こ れに 対 して 儀器だとか，装飾的要素の 多分に 加わ っ た

もの だとす る後藤教授 の 見解に は 従い 難い もの が ある・

　上例 と相似 て 上 端縁 が 弧 を 描 くもの の 破 片 が・同 じ く

唐古か ら発見 され た．柄口 の 隆起は鍔状 に 丸 くそ れ か ら

下方へ 縦 に 隆起帯が 刳 出 され て い る点特 異 で あ るが・こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （】8）

れ 亦平鍬 に 加え られ て い る・

　唐古か ら出土 して 小林氏 が 平鍬に 加え た もの の 1 つ

は ・身 の 形 を稍 ミ複 雑 に 作 っ て あ
．
る・こ れ は第97号地 点

竪 穴 か ら出で ・上 辺 の両隅を斜 め に 切落 し・左右両側縁

に相称 の 刳込みを加え ・ 刃 部が 幅広 に造 られ て い る・カ

シ 材・長さ 32cm 弱 （1 尺 4 分），刃 幅 16　cm （6 寸 2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・（19）

分）・ 厚さ 4．5mm （工分 5 厘）で ある・舟形隆起の 頑丈

さに 比較 して ，5mm 弱とい う薄さで は ・ 打鍬 に は不適

当で あ ろ う・こ れ と 相似た もの が ，豊 橋市瓜郷 遺跡 と大

阪府瓜破遺跡とか ら出土 した ・前者は 左右両側縁の 中程

に刳込みが あり， 舟形隆起 が 殆 ん ど身
一

杯に 作 られ て い

る．長 さ 40cm ，刃 幅 18　cm あ っ て ，唐古 の もの よ り
　 　 （20 ＞

大 きい ・柄孔の 方向は勿論身に 対 して 鈍角をなす・カ シ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （：，1）

製で あ る・和島誠一
氏は こ れ を踏鍬とした が ・ 蓋 し卓見

で あ る・後 者 は 上 端 が 輻 広 く， 刃 は弧状を な し，両側縁 ．

の 謂 わ ぱ 肩 に 当 る部分に ，棘状 の 突起 が 設けられ て い て ，

全体の 形が 楯形をなして 曲線が 洗練されて い る・舟形隆
’

起は 適切 な形 と強 度をもつ ・そ の 大きさは 唐古の そ れ と

略 it相近 い ．

　以上 の 外 にも 鋤 と して よ い 木製品が あ りド就 中 次に 述

べ る類 は特に 注意を要する，

　　　　　　広 刄 の 鋤

　有肩鋤 （P）登呂遺跡 か らは ； 左官 の 鏝 に 似 た 形 で ，

その 把部に 当る とこ ろに 柄孔を設 け た木器 が 3 枚発見 さ
　 　 　 俘 2丿

れ て い る・後藤教授は 曾 って 私が 石鍬と呼 んだ も の と形

17丿　唐 古 遺 跡 の研 究 ， 157貢．

18） 同 ， 158頁．
’
・

19） 同 ，158 頁 ．
・20） 和 島 ： 大 昔 の 人 々 の 生活・．
2置） 同 上 ，

2Z）　登 呂本 編 ・ 148〜149 耳・ 2．12〜213 頁・

が似 る点を指摘 しつ つ ・石鍬 の 孔が 水平方向を な して 甚

だ 小 さい の に ・こ れ らの 木製品 の 孔は ・他 の 鋤 鍬 の そ れ

と異ならない 大きさで あり， 且つ 傾斜して い る こ とか ら，

後世の 唐鍬 と同種 の もの かと述べ て ・暗に 鍬 と見立て て

い る・柄 孔を 補 強 す る格 別 の 設 けの な い 本類 で は，着柄

の 方向如何に よ り柄 と身が鋭 角を な して鍬に も， 鈍角を

な して 鋤 と もな り得 る・鋭角をな す鍬 に 乏 しい 弥生式耕

具 の 内に あ っ て は・こ の 類 も亦 鈍 角を な す よ う着装 して

鋤の ご と き耕具 と した か と推測 され るが ・な お今後の 研

究に 委す こ とが 賢 明で あ ろ う・これ らも亦 力 y の 類で 作

られ て い る

「
，

　諸手鍬　唐 古遺跡 の報告 に，諸手鍬の 名を以て 3 個の

耕 具 が 記 載 され て い る・そ の 説明 は次 の 如 くで あ る．

　 「狭長で 少しく弓なりに 反 りをも っ た身 の 内面中央部

に 着柄隆起を設けた両端に 刃 の ある型 の鍬 は 三 例を 発見

した・そ の 二 例は 半ば を 破損 して ゐて僅 か に 諸手鍬た る

こ とを推 し得るに 過 ぎな い が ・ 第六七号地点竪穴か ら検

丶

，，，
1

「「

 
階

冖

．．・・　　　　　　 丶3

O 　　　　　 Io　　　　　　20　　　　　 30

− 一

．
、

t

　　　　 、G γn

第 5 図　唐 古発 見諸 手 鍬

「唐 古 遺跡 の 研 究 」
・
よ り　　　　卩

画
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出 した 他の一例は 幸に
’
して ほ ぼ 完形を 存 して ゐ る・こ れ

は 長 さ一尺四寸 二 分，幅三寸 三 分・厚 さ三 分余の 比較的

重 厚 な作りで ，両端 の 刃部が円形を呈す る こ と ・ 断面が

平 で な く中軸線 に 沿ふ て 両面に か すかな隆起帯が認めら

れ る こ と，着柄 の 貫 通孔が正 しく身に 直角に 穿た れ て ゐ

る こ とな ど の 細部に お い て 平鍬とは 異 っ た特色が 窺は れ

る．………材は シ ラ カ シ で あ る ・
『
………南西部泥 土中か

ら趾 した 獺 品 は 湯 の爾 面鑑 争面 こ鍬 の 稜線

を有 し，内面 は 中凹 み に 作 られ て ゐる」・

　舟底形 の 反 りをもち，前後相称に 作 られた こ の 類は ・

木工 の 巧 み さを示 し・中央の 舟形 隆起 も堅牢 で あ る・柄

孔 の 状態か ら柄が 身に 対 して 直角に 着け られ た こ とは確

か で ・その 故 に こ そ・前後両端が等し く弧 を 描 い て 刃を

な し，その い ず れ も使用 し得 る こ と・恰 も鶴嘴に 似 た耕

具 で あ っ た と も云 い 得 る，従 っ て 小林氏等が 諸手鍬 と髷，

和島氏 が愛知県瓜郷 の 矩形耕具に 対 して ，之 を 做 っ た こ

とは 妥 当 な りとせ ね ば な らぬ・

　こ れ まで に 弥生式遺跡 か ら 発見 され た 木製耕具 の 数

は，100 余を下 らな い が・大体上記 の 如きもの が 圭で あ

っ て ．内で 確実に 鍬 の 類 と見られ るの は・わず か に こ の

諸手鍬 に過 ぎな い ・こ の 諸手 鍬 と雖 も耕起 の た め と云う

よ り，滬土 を掻き均 らす具として ・時に さ らい の よ うに

横に 倒 して 使 うこ と もあ っ た と解 した い ・

　　　　　　　　　　 総　　括

　以上で 紹介 した 資料の 範囲 か ら・
1
弥生式文化時代 の 耕

具醐 ね 耡 噸 で あり・・ れ鑼 贓 ！蕪
ス ペ イ ド形

’
の もの と，わ が国独特の 鋤 と も見 られ る踏鍬 の 型の もの

とが あ っ た こ とが指摘 され る・これ ら両種の 系統先後・

用別 な ど につ い て は，な お一層 資料が 増加 した 上で詮議

すべ きで あ るが・と もに 淤泥 か らな る湿 田 の 耕耘 に 適当

す る耕具 と して ・当時全国各地で 盛 んIC使用 された も の

で あ る こ とは確 かで ある・諸手鍬 は一応別に して も，打

鍬 の 類が未発達 な状態 で あっ た こ とは 凡そ 察せ られ る と

　こ ろ で あ る・

　 わが国の 古史に ，鋤 耜，繰 ・時 に 鍬 な ど の 文字が 見

えて ，これ らを ス キ と訓 ませ て い る．鋤字 も屡 ミ 覓 られ

　る．松岡静雄 氏 は ス キ の 語義を 「 ツキ （衝） の 転化．タ

行 ツ行相通
一一

土壤を ヅ キ （衝）別け る器な るが灘
こ ツ

キ （ス キ）とい ひ・之 を活用 して其作業を表現 した 」 と

解 して い る．古 事 記 に 「お とめ の ，い か くる岡をカ ナ ス

23＞ 唐古 遺跡 の 研 究 ，158 1々59 頁．

24）
』

和 島 ： 大 昔 の 人 々 の 生 活 ・ 81 頁・

25丿 松 岡静堆 ：　日本 古語 辞 典・295・v296 頁・

砕

キ も，五 百ちもが もすきは ね る もの J，出雲風土記 に 「お

とめ の凾鋤 とらして ・大魚 の 舌つ きわけて 」 と見 え る こ

とか らも・ζの よ うな解釈は成立 し得 るで あろう・い ず

れに して も鋤は そ の 呼称とともに 甚だ古い 来歴を有っ も

の と云 え よう．

　鍬 字を ス キ と訓 ませ る こ とに就い て ，後藤教捜は 日本

書結
．
延喜式 に そ の 例が あ るばかりで な く，和 漢三 才図

会 で さえ鍬を ス キ・鋤を ク ワ と訓んで い る こ とを指摘し

て ， 昔は 文字に よ っ て 厳密 に その 区別を立て て い なか

。 た ろ う と説い 肥 贓 い は塋 の字を ク ワ と訓ませ 醐

も・ 古書 に散見し・殊 に延 喜式ICその 例 が 夥 しい ・文献

上 の 検討は門外漢 の 私の 能 くす る と こ ろで な い が ・耕耘

具 として の鍬 の普及が 鋤 よ り後れ て・陸田 の開発が進行

して後の t とで あ っ た事実を ・ 反 映す るか の よ うに 感ぜ

られ る．まt ， ク ワな る語が果 して 固有 日本語で あ るか

或 い は 中国 の 樺｛D音か ら出で ・ 朝鮮 語 の Kwa ・i
，　Ky ε．

Kw 。献 鞍 ど と同源で あ るか ，　c れまた今後の 難 あ

る問題 で ある・．鋤が 鍬に 先ん じて 行われた ろ うこ と は，

本稿列挙の 諸事実か らも証明 され るよ うに 考えられ るの

で あ る・

　今 日
一般 に 行わ れ る耕耘具は鍬で あ る・そ して鋤は

一

部地域また は特殊痢途 に 充て られて 往時 の 普遍 性が失わ

れて い る．據に 踏鍬に 至 っ て は・殆 ん ど行 わ れず．僅か

に 埼玉，千葉 ， 岩手，長野 で イ グ ワな ど 呼ばれ て 残存 す

るに 過 ぎ ない ，そ れ らは 部分的改良 は あ る に して も，基

本的 に は齒生式文化 に 於け る踏鍬の 制を 継承 して い る・

　　　　　　　　　　　　 （昭 和31年12月．3 日 了稿 ）

　　　　　　　　　 〔附　　　記〕

　 以 上 認 め 終 っ て か ら到着 した 考古学雑誌第42巻第 1号

　（昭 和 31年 11月）に・岡崎敬 氏 の 「日本に 於け る初期鉄

製 品 の 間題 」 と題 す る論文が 発表されて い るの を 見 た．

長 崎県壱 岐郡 の 原 ノ 辻及び カ ラ カ ミの 両弥生式遺跡か ら

発 見され た鉄製品を紹介し，これ に 考説を加 え た もの で

あ る・内に 農耕具 と して，くわ さ き，すきさ き ， 即
｝まが

あり，鍬先 また は鋤 先 3 点に 藐 き・次の よ うに 説 明 して

　い る．

　　「現在発 見 され て い る もの は 木製品 の ざきに つ け る刃

先で あ る・よ こ は ば，1 は ひ ろい とこ ろで 10．3 セ ソ チ，

　2 は 9．2 セ ソ チ ，3 は 10・4 セ ソ チで ・長方または梯形

　の 板金を側よ りまげ る・唐 古か ら出土 した木製鍬 か ら考

　えると 1 の よ うに 刃先が びらい た もの はひ らぐわ （平鍬）

275

26） 登 呂本 編 ，209 頁．

27） 小 倉進 平 ： 朝鮮語 方言 の 研 究，上 巻 ， 172− 173
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60

の くわ さ き として つ けうる・．2，3 は先端が ほ そ ま り・木

e s （ζ『 『 ）・（一

．ノ．

　 　 　 　 　 　 　 　 L − ． as − ．a ”

　　　　第 6 図 　壱 岐発 見 鉄製先 金 岡 畸氏 原 図

　　　　　　　　　 （左 よ り 1， 2， 3）

製鋤に つ けうるで あろ う1 と して 」 1 を第 2 図 2 の T 字

柄櫂形鋤に 着装 ， 2 及び 3 を第4 図 1 の 木身に 嵌装 し，

曲柄を付け た形 に 復原を試み て い る・刃先の 狭ま る もの

を鋤 先 ，開い た もの を鍬先とす る根拠が 明 らか で な い が ，

恐 ら くca　it 前 者 の 身の 先が 弧をな して 1 を 嵌め るに 適

し，後者が 長方 の身 で ，2
，
3 の 形 に 合うとこ ろか ら思 い

付かれたの で あ ろ う・鉄 の 先金が 3点 ま で 発見 され た こ

とは 甚だ有益 で あ り，弥生式文化時代耕具 の 研 究に 重要

な資料を提供 した もの とい え る・しか し，こ れに よ っ て

前述 の 私 の 考えは 動揺 しない ・こ れ らが ，他の 鉄製晶と

と もに ，朝鮮と
一衣 帯 水 の 壱 岐 島 に 残 存 し得た こ とが単

な る偶然 に もとつ くもの か ，それ と も耕法 や 耕具 に特殊

性を もつ 地域 に 含まれる故で あるかを明確 に するこ と

は ，
．
偏 え に 今後の 資料の 嗣出を俟 つ 外 な い ・

　　　　　　　　 （昭 和31年 12月30 日附記 ）

　　　　　　　　　　　（筆者 は 日本 民族学 協会 理 華）
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